


配置・構造図

奇数段の場合（フレームを最下層に設置する場合）

フレームを敷き詰める。

配置・構造図

本体凹ハーフサイズを四隅に、それ
以外に本体凹をフレームに被せるよ
うに嵌合させ、配置する。この時、
外周に沿うように、本体の長辺方向
を合わせることがポイントとなる。

本体凸を本体凹にはめ込む。本体凹
と同様、ハーフサイズを四隅に、そ
れ以外にフルサイズを配置する。
この時、本体凹と本体凸は千鳥配置
とする。

フレームを本体凹と嵌合させ、敷き
詰める。
（この後、段の積上げに対しては①～
③を繰返す）

最後に天板を本体凹に嵌合させ、敷
き詰めて完成。

偶数段の場合（本体凹を最下層に設置する場合）

本体凹ハーフサイズを四隅に配置し
それ以外に本体凹を配置する。この
時、外周に沿うように本体の長辺方
向を合わせることがポイントとなる。

フレームを本体凹と嵌合させ、敷き
詰める。

本体凹ハーフサイズを四隅に、それ
以外に本体凹をフレームに被せるよ
うに嵌合させ、配置する。

本体凸を本体凹にはめ込む。本体凹
と同様ハーフサイズを四隅に、それ
以外にフルサイズを配置する。この
時、本体凹と本体凸は千鳥配置とす
る。
（この後、段の積上げに対しては奇
数段の場合の①～③を繰返す）

最後に天板を本体凹に嵌合させ、敷
き詰めて完成。
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浸透施設として設置する場合の例

※参考図　浸透型（透水シート）

土被り500mm以上

上載荷重（活荷重）T-25対応
設計単位

　施設幅 W  0.7m単位

　施設長 L　0.7m単位

　施設高 H　下表による

設計空隙率　95%

段数
1段 0.35
2段
3段 1.02

1.344段
5段 1.69

2.016段
7段 2.36
8段 2.68

3.039段
10段 3.35

0.67

H:施設高(m)

NP桝
（ニュープラくん桝）
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流入槽（沈砂槽）GL

全面透水シート

流出接続管
排水管

排水槽

土被り 500mm以上

H

不陸調整砂
基礎砕石

NP桝
（管理・清掃桝）


